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研究報告書 

 

ICを取得した患者由来微量検体から得られた IPMN組織を、機械的に破砕したうえで

NOD/SCIDマウスに移植、腫瘍化させた(PDX)。得られた腫瘍をマウスで継代しつつ一部をトリ

プシン処理しマトリゲルに包埋し、Wnt、Nogginなどの各種ニッチ因子を含んだ培地にて三次元

培養して株化した。その三次元培養された株化 IPMN膵癌オルガノイドの免疫染色によって様々

な膵癌幹細胞マーカーの発現を検討している。とくに幹細胞マーカーCD44を標的として FCMに

て陽性細胞を分離し、CD44陽性 IPMN膵癌の特徴を解析している。株化 IPMN膵癌オルガノイ

ドを用い遺伝子発現と腫瘍形質の相関を検討した。さらにこの株化 IPMN膵癌オルガノイドを用

いてニッチ因子非依存性の検討を行った。 

また膵細胞特異的誘導性IL33発現マウスを用いて、IPMN発症進展におけるサイトカインの役

割についての検討を行い、膵腺房細胞特異的IL-33発現が著明な炎症細胞浸潤を引き起こすこと

を明らかにした。また膵腺房細胞特異的な遺伝子変異マウスを用いて誘導後3週という短期間で

腹膜播種、血性腹水を伴う高度進行性膵癌発症モデルを開発した。 

 

 

 

 

 

 




